
☆ 医薬品の研究開発には9年～17年の年月を要し、成功確率はわずか15,622分の１と言われている。１成分あたり
の開発費用は途中で断念した費用も含めてやく500億円にものぼると言われている。日米製薬企業の研究開発費の
規模の差は拡大。日米政府のライフサイエンス関係予算も格差が大。
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（出典）日本製薬工業協会「DATA BOOK 2007」
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医薬品の技術・研究開発の状況
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